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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第18期

第２四半期
累計期間

会計期間
自 2023年４月１日
至 2023年９月30日

売上高 (千円) 792,100

経常利益 (千円) 264,152

四半期純利益 (千円) 172,598

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) －

資本金 (千円) 100,000

発行済株式総数 (株) 3,520,000

純資産額 (千円) 653,072

総資産額 (千円) 1,192,279

１株当たり四半期純利益 (円) 49.03

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益

(円) －

１株当たり配当額 (円) －

自己資本比率 (％) 54.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 368,676

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 5,789

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) －

現金及び現金同等物の四半期末残高 (千円) 694,914

回次
第18期

第２四半期
会計期間

会計期間
自 2023年７月１日
至 2023年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 24.63

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場であ

り、期中平均株価が把握できないため記載しておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．当社は2023年９月30日付で普通株式５株につき普通株式１株の割合で株式併合を行っておりますが、第18期

の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益を算定しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

該当事項はありません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期累計期間の財政状態及び経営成績は以下のとおりとなりました。

① 財政状態

(資産)

当第２四半期会計期間末における流動資産は970,701千円となり、前事業年度末に比べ314,904千円増加しまし

た。これは主に現金及び預金が374,465千円増加したことによるものであります。

固定資産は221,578千円となり、前事業年度末に比べ42,772千円減少しました。これは主に繰延税金資産が

40,857千円減少したことによるものであります。

この結果、総資産は、1,192,279千円となり、前事業年度末に比べ272,132千円増加しました。

(負債)

当第２四半期会計期間末における流動負債は539,206千円となり、前事業年度末に比べ99,534千円増加しまし

た。これは主に契約負債が252,883千円増加したことによるものであります。

この結果、負債合計は、539,206千円となり、前事業年度末に比べ99,534千円増加しました。

(純資産)

当第２四半期会計期間末における純資産合計は653,072千円となり、前事業年度末に比べ172,598千円増加しま

した。これは主に当第２四半期累計期間における四半期純利益172,598千円を計上したことによるものでありま

す。

この結果、自己資本比率は54.8％(前事業年度末は52.2％)となりました。

② 経営成績

当第２四半期累計期間におきましては、コンサルティングビジネスの売上が好調に推移し、併せて、サブスク

リプション型での提供等によりベースビジネスの売上が伸長し、ストック型の安定的なサービス収入が増加しま

した。この結果、売上高792,100千円、営業利益263,952千円、経常利益264,152千円、四半期純利益172,598千円

となりました。

(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べて

374,465千円増加し、694,914千円となりました。当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は、

次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、獲得した資金は368,676千円となりました。これは主として、税引前四半期純利益の計上

264,152千円、契約負債の増加額252,883千円、売上債権及び契約資産の減少額61,257千円があった一方で、賞与引

当金の減少額53,718千円、法人税等の支払額165,089千円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、獲得した資金は5,789千円となりました。これは、有形固定資産の取得による支出6,563千円、

有形固定資産の売却による収入12,352千円によるものであります。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

該当はありません。

(3) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシ

ュ・フローの状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありませ

ん。

(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。

(5) 研究開発活動

当第２四半期累計期間の研究開発費の総額は30,582千円であります。

３ 【経営上の重要な契約等】

当社は、2023年８月22日開催の取締役会におきまして、下記のとおり、固定資産の譲渡について決議し、2023年９

月29日に譲渡契約を締結いたしました。

詳細については、「第４ 経理の状況 1 四半期財務諸表 注記事項（重要な後発事象）」に記載の通りであります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 14,080,000

計 14,080,000

(注) 2023年９月30日開催の臨時株主総会決議により、同年９月30日付で株式併合に伴う定款変更が行われ、発行可能

株式総数は、35,920,000株減少し、14,080,000株となっております。

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2023年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年11月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,520,000 3,520,000 非上場
株主として権利内容に制限のな
い、標準となる株式であり、単
元株式数は100株であります。

計 3,520,000 3,520,000 ― ―

(注)１．2023年８月22日開催の臨時株主総会において定款変更を決議しており、2023年９月１日付で効力を発生する

１単元を100株とする単元株制度を採用しております。

２．当社は2023年９月30日開催の臨時株主総会により、同年９月30日付で普通株式５株につき１株の割合で株式

の併合を行っております。これにより、発行済株式総数は14,080,000株減少し、3,520,000株となっておりま

す。

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2023年９月30日（注） △14,080,000 3,520,000 ― 100,000 ― ―

（注）５株を１株にする株式併合による減少であります。
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(5) 【大株主の状況】

2023年11月８日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合

AG２号投資事業有限責任組合
無限責任組合員
アスパラントグループ㈱

東京都港区赤坂二丁目23番１号 3,520,000 100%

計 ― 3,520,000 100%

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2023年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 3,520,000 35,200

株主として権利内容
に制限のない、標準
となる株式であり、
単元株式数は100株で

あります。

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 3,520,000 ― ―

総株主の議決権 ― 35,200 ―

(注) 2023年８月22日開催の臨時株主総会において定款変更を決議しており、2023年９月１日付で効力を発生する１

単元を100株とする単元株制度を採用しております。

② 【自己株式等】

　 該当事項はありません。
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２ 【役員の状況】

前事業年度の定時株主総会終了後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

(1) 退任役員

役職名 氏名 退任年月日

取締役 原 知己 2023年８月31日

取締役 申 祐一 2023年８月31日

取締役 辰巳 太郎 2023年８月31日

取締役 原 裕太郎 2023年８月31日

取締役 中丸 太一 2023年８月31日

取締役 西尾 博 2023年８月31日

(2) 異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

　男性6名 女性1名(役員のうち女性の比率14.3％)
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、株式会社東京証券取引所の有価証券上場規程第216条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条の２

第１項の規定に準じて、第２四半期会計期間(2023年７月１日から2023年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(2023

年４月１日から2023年９月30日まで)に係る四半期財務諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを

受けております。

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期会計期間
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 694,914

売掛金及び契約資産 266,971

その他 8,814

流動資産合計 970,701

固定資産

有形固定資産

建物(純額) 81,492

工具、器具及び備品(純額) 19,194

土地 69,537

有形固定資産合計 170,224

無形固定資産

ソフトウエア 207

無形固定資産合計 207

投資その他の資産

差入保証金 22,860

繰延税金資産 28,284

投資その他の資産合計 51,145

固定資産合計 221,578

資産合計 1,192,279
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(単位：千円)

当第２四半期会計期間
(2023年９月30日)

負債の部

流動負債

未払法人税等 50,101

契約負債 335,565

賞与引当金 57,483

その他 96,056

流動負債合計 539,206

負債合計 539,206

純資産の部

株主資本

資本金 100,000

利益剰余金 553,072

株主資本合計 653,072

純資産合計 653,072

負債純資産合計 1,192,279
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

(単位：千円)
当第２四半期累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

売上高 792,100

売上原価 258,962

売上総利益 533,137

販売費及び一般管理費 ※ 269,184

営業利益 263,952

営業外収益

その他 200

営業外収益合計 200

経常利益 264,152

税引前四半期純利益 264,152

法人税、住民税及び事業税 50,696

法人税等調整額 40,857

法人税等合計 91,554

四半期純利益 172,598
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

(単位：千円)
当第２四半期累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 264,152

減価償却費 8,477

売上債権及び契約資産の増減額(△は増加) 61,257

未払金の増減額（△は減少） △1,339

未払費用の増減額（△は減少） 11,561

未払消費税等の増減額（△は減少） △13,623

契約負債の増減額（△は減少） 252,883

賞与引当金の増減額（△は減少） △53,718

その他 4,114

小計 533,766

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △165,089

営業活動によるキャッシュ・フロー 368,676

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △6,563

有形固定資産の売却による収入 12,352

投資活動によるキャッシュ・フロー 5,789

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) 374,465

現金及び現金同等物の期首残高 320,449

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 694,914
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【注記事項】

(四半期損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

当第２四半期累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

給料及び手当 90,590千円

賞与引当金繰入額 13,176

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおりであり

ます。

当第２四半期累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

現金及び預金 694,914千円

現金及び現金同等物 694,914千円

(株主資本等関係)

当第２四半期累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

(企業結合等関係)

（共通支配下の取引等）

　(1) 親会社が吸収合併存続会社となった場合の貸借対照表及び損益計算書への影響

2022年３月31日に行われたユナイテッドソリューションズ株式会社を消滅会社、当社を存続会社とする吸収合

併は、企業結合会計上の共通支配下の取引に規定される子会社が親会社を吸収合併する場合に該当し、「企業結

合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第10号 2019年１月16日)第213項

に基づき、ユナイテッドソリューションズ株式会社が吸収合併存続会社とみなした場合の影響額は、以下のとお

りです。

① 四半期貸借対照表項目

流動資産 －千円

固定資産 1,935,413千円

資産合計 1,935,413千円

流動負債 －千円

固定負債 151,081千円

負債合計 151,081千円

純資産 1,784,331千円

（注）固定資産には、 のれんが1,498,626千円含まれており、 効果が発現すると見込まれる期間（18年）で

定額法により償却しております。
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② 四半期損益計算書項目

売上高 －千円

営業利益 △72,127千円

経常利益 △72,127千円

税引前四半期純利益 △72,127千円

四半期純利益 △66,496千円

1株当たり四半期純利益 △18.89円

(注)１.営業利益には、のれん償却費が55,849千円含まれております。

２.当社は2023年９月30日付で普通株式５株につき普通株式１株の割合で株式併合を行っておりますが、

当事業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益を算定しておりま

す。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社はSactona事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しております。

(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

単位：千円

当第２四半期累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

Sactona事業

コンサルティングビジネス 497,102

ベースビジネス 294,997

顧客との契約から生じる収益 792,100

その他の収益 －

外部顧客への売上高 792,100

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

当第２四半期累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益 49円03銭

　(算定上の基礎)

　 四半期純利益(千円) 172,598

　 普通株主に帰属しない金額(千円) －

　 普通株式に係る四半期純利益(千円) 172,598

　 普通株式の期中平均株式数(株) 3,520,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事業年度
末から重要な変動があったものの概要

第２回新株予約権
新株予約権の数 291,110個
（普通株式 58,222株）
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(注)１.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場であり、

期中平均株価が把握できないため記載しておりません。

２.当社は2023年９月30日開催の臨時株主総会により、同年９月30日付で普通株式５株につき１株の割合で株式の

併合を行っております。当事業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益を算定

しております。

(重要な後発事象)

（固定資産の譲渡）

　当社は、2023年８月22日開催の取締役会におきまして、下記のとおり、固定資産の譲渡について決議し、

2023年９月29日に譲渡契約を締結し、2023年10月31日付で譲渡する予定です。

（１）譲渡の理由

　経営資源の有効活用及び財務体質の強化を図るため、当該固定資産を譲渡することといたしました。

（２）譲渡資産の内容

（１）資産の名称 開発ラボ／保養所

（２）所在地
長野県北佐久郡軽井沢町大
字長倉字向原1891番地104

（３）資産の内容
土地 1,311㎡
建物 301.12㎡

（４）譲渡価額 235,000千円

（５）現況
開発ラボ・保養所として使
用中

（３）譲渡先の概要

　譲渡する相手会社の名称は株式会社タカラクリエイトになります。なお、譲渡先と当社との間には記載すべ

き資本関係、人的関係及び取引関係はありません。

（４）譲渡の日程

（１）取締役会決議日 2023年８月22日

（２）契約締結日 2023年９月29日

（３）物件引渡期日 2023年10月31日

（５）当該事象の損益に与える影響

　2024年３月期第３四半期会計期間において、固定資産売却益約87,275千円を特別利益として計上する予定で

す。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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